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【2025 年度の主たる事業活動内容】 

 

2025 年度を振り返ると、わが国経済は、高水準の企業業績や賃上げの広がりなど

を背景に、緩やかな回復基調をたどり、2025 年 12 月には日本銀行の追加利上げが

実施された。一方、地域経済に目を向けると、深刻な人手不足・後継者不足、物価

高に見合う賃金の引上げや適切な価格転嫁の実現など、会員行の主要取引先である

地域の中小・小規模事業者が直面する課題は根強く残り、依然として厳しい経営環

境が続いた。このように多様な課題を抱える取引先に対し、会員各行はその実情や

課題に応じた伴走支援を行い、金融・非金融の両面で地域における円滑な金融仲介

機能を発揮してきた。 

こうした中、当協会は、「地域とともに進化し共創で未来を築く」を活動テーマに、

当初事業計画に掲げた５つの柱を軸に、主に以下のとおり事業を実施した。 

１．ビジネスモデルの構築（多様な収益源の確保に向けた取組みを支援） 

主な重点取組事項 主な実績 

金融仲介機能の深化 ・日本政策金融公庫との包括連携協定の締結 

・企業価値担保権に関する勉強会等の開催 

・金融審議会「地域金融力の強化に関するワーキング・グループ」

での意見発信 

バランスシートの

適切な運営 

・コア預金や ALM 等に関する研修の開催 

調達基盤の強化 ・担当役員・部長間での意見交換会の開催 

ソリューション営

業力の強化 

・SARBLAB「法人デジタル支援 WG」の開催 

・今後の法人ビジネスの方向性に関する研修の開催 

人口減少社会の到

来も見据えた地域

への貢献のあり方

の検討 

・今後の地域創生の方向性に関する講演会の開催 

・人口減少社会を見据えた今後の高齢者取引の方向性に関する研

修の開催 

２．生産性の向上（構造的なコスト管理に向けた取組みを支援） 

主な重点取組事項 主な実績 

店舗戦略、BPR 等の

検討 

・営業店 BPR についての実務者間の意見交換会（Bankers café）の

開催 

DX/デ ジ タ ル 化 推

進 

・AI 活用に関する役員向け説明会、SARBLAB「AI 活用 WG」の開催 

・DX オンラインセミナーの開催（耐量子計算機暗号、IT ガバナン

ス、2030 年のデジタル金融サービス、等） 

手形小切手・税公

金の電子化の推進 

・手形・小切手/税公金の業務効率化に関する会員行実態調査の実

施 

・税公金業務の電子化・効率化に関する当局への要望活動の実施 

・手形・小切手機能の全面電子化に係る説明会の開催 

非競争分野での連

携強化（サイバー、

マネロン等） 

・金融 ISAC への加盟 

・サイバーセキュリティ対策に係る会員行の共同利用 

・「生活基盤プラットフォーム」に関する説明会の開催 



３．人材育成等（経営戦略に沿った人材確保・育成等に向けた取組みを支援） 

主な重点取組事項 主な実績 

多様な人材の活用・

育成 

・若年層向けのキャリアデザイン研修の開催 

・女性活躍についての実務者間の意見交換会(Bankers café)の開

催 

経営人材、マネジメ

ント層の育成・強化 

・組織・人材変革プログラム「SARBLAB プロジェクト X」の開講 

・新任役員・監査役向けセミナーの開催 

・女性幹部候補者向けの研修の開催 

専門人材（DX、GX 等）

の確保・育成 

・マネジメント向け、若手・中堅向け「デジタル短期留学」の実施 

・システム担当者向けの研修の開催 

４．経営管理態勢・経営基盤の強化（リスク管理態勢・ガバナンス等の強化に向け

た取組みを支援） 

主な重点取組事項 主な実績 

適切な運営体制の

構築と各行の経営

戦略に応じたリス

ク管理等 

・サイバーセキュリティガイドラインに関する勉強会等の開催 

・「マネロン等対策研究会」の開催 

・「預かり資産販売（顧客本位の運営）の取組みをテーマとした実

務者間の意見交換会(Bankers café)の開催 

・内部監査の高度化に関する研修の開催 

制度対応等 ・特殊詐欺対策（架空名義口座を活用した捜査、不正利用口座情報

システム構築、高齢者 ATM 対応等）に係る対応 

・貸金庫の管理態勢向上に向けた意見交換会の開催 

・貸倒引当金に係る ASBJ 会計基準改正に関する公開草案への意見

提出・会員行勉強会等の開催 

経営基盤の強化等 ・銀行業における男女賃金格差アクションプランの動向フォロー 

・人的資本経営の深化に関する講演会の開催 

５．協会の機能の効果的・効率的な発揮（堅確な事務の継続、限られたリソースで

の将来を見据えた効果的・効率的な業務運営） 

主な重点取組事項 主な実績 

協会共同事業の的

確な運営・見直し 

・今後の SDS の取扱いに関する検討 

・統一団信の機能強化（ペアローン団信の導入等） 

その他 ・金融行政懇談会/日本銀行総裁との意見交換会の実施 

 


